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Background

気候変動

都市気候

 人口の30%が命に関わる暑さに曝されている
 ヒートアイランド + 熱波 (heat wave, 気候変動)
 自然被覆の減少により、様々な環境問題が発生

(ecosystem service)

問題

 都市建物間の熱反射、熱閉じ込め (trapping effect)
 土地被覆の変化: 自然被覆による温度低減効果消失 

(green, water) 
 人、車、建物からの人工排熱

都市温暖化 (Urban heat island )
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Background

歩行者の暑熱環境
日射、都市の建物などの影響を常に受ける

(sunlight, building …)

自然環境を回復させる計画を通じて歩行者
の暑熱環境を改善したい

(environmental-friendly street design)
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モデリング 
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モデリング結果を検証するための測定
都市空間の様々な要因（建物の壁、床材質、影の有無、並木の有無など）により歩行者の熱環境が変わるため、
それぞれの場所で、モデリング結果を検証するための観測データを取得
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モデリング 

モデリング結果
街路樹は、天空（青）や建物（オレンジ）からの放射の歩行者への悪影響を防ぐことができる
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単一の適応戦略の効果の評価

グリーンインフラを含む単一の適応対策は(street design)、将来の猛暑発生時にも効果的か？

現状と将来：
極端高温による歩行者の熱環境が一定水準を超過する日数：RCP2.6では29日、RCP8.5では138日に増加（2050年）
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均
放
射
温
度

=EHD (extreme heat days; 平均放射温度 over 55)
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単一の適応戦略の効果の評価
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グリーンインフラを含む単一の適応対策は(street design)、将来の猛暑発生時にも効果的か？
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複数の適応戦略の効果の評価

複数の適応戦略を考え、費用対効果の高い最適な組み合わせを探る
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複数の適応戦略の効果の評価

複数の適応戦略を考え、費用対効果の高い最適な組み合わせを探る

効果的な適応策提案に向けて、最適な適応策の組み合わせを見つけるために、
最適化手法 (遺伝的アルゴリズム[genetic algorithm]、計画を作成するための便利なツール) を使用

平均放射温度

マルチ適応戦略
（組み合わせ street design）
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複数の適応戦略の効果の評価

複数の適応戦略を考え、費用対効果の高い最適な組み合わせを探る

費用対効果が最も高い対策の組み合わせを確認：
1（少ない金額、少ない効果）～9（高い金額、高い効果）



12

都市計画への適用

平均放射温度

計画スペース 最適な木の位置、樹種、
サイズ

既存の設計案 改善された設計案

適応戦略を開発する際には、「歩行者の暑熱環境」を考慮することが重要

平
均
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まとめ

1. 都市空間の様々な要素（建物の壁、街路水、床の材質など）によって歩行者
の熱環境が変化する

2. 街路樹(urban tree)を導入すると、歩行者の熱環境が改善することを定量的
に評価

3. しかし、現実的に適応対策を策定する際には、街路樹だけという単一の対策
だけでなく、道路面の緑化等も含めた複数の対策を組み合わせた効果を評価
し、判断した方がよい
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